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　ウォー ノック報告とは，1978 年にマリー ・ウォー ノックを議長とする障害児・者の教育調査委員会
で提出された報告書である。ウォー ノック報告では，以下の三つの問題意識から従来の障害カテ
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「教育的ニーズ」ということばはいずれの指導要領の説明文のどこにも使われておらず，変わった














































（Noddngs, 1984, p. 5）。泣いている赤ちゃんを抱く母親が赤ちゃんとのかかわる姿はその典型で
あろう。その場合，「ケアされる側」が表明している「欲求（wants）」を満たしてあげるとは限らない。
たとえば，夕食前にイチゴサンデーを欲しがっている子どもに，欲しがっているからといってイチゴ
サンデ をー与えるのがケアだというわけにはいかない（Noddings, 1984, p. 53）。当然，それが本当
に，当人にとって望ましいことか，あるいは「社会通念上，受け入れられる」かどうかについて，い
















応えること」であり，ケアリングであるとするのである（Noddings, 1984. p. 27）。さらに，子どもの「表
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明されたニーズ」（すなわち欲求wants）にも背後には「よさ（goodness）」に向かう志向 （longing for 



























み取ることは，時には，容易なことではない（Noddings, 2010, pp. 12-13）。そこには，対象をよく
見ることと感じ取ること（seeing and feeling）のための十分な時間と空間が保証されるリフレクション
が必要だとしている（Noddings, 1984, p. 26）。そこには長い時間を経た成長過程のエピソ ドーが
















義科学の方法論に偏っていたことに対する危機感から起こったとされる（横山, 2015, p. 21）。
　そうして現在では「人々の生きた人生や経験の意味を，物語という手段を介して理解することに
探求の中核的な目的を位置づける心理学が興盛」，つまりナラティブ心理学（ナラティブ論）が興盛
している（横山, 2015, p. 6）。
　この「物語への転換」の重要な契機となったのが，以下で説明するブルーナーの「二つの思考




















性が保たれる範囲で適当な文脈によってつないでいく」行為である（横山,  2015, p. 7）。この物語
行為によって迫真性を高めていくことがナラティブ論において志向される。
　それは，同じ“then”という語で記される因果関係において顕著に現れる。つまり，思考の論理
−科学様式における“then”−論理命題「もしもxならばyとなる（if x, then y）」−は「普遍的な真理の
条件の探求につながる」のに対し，物語における“then”−例：「王が死んで，そしてそれから王妃
が死んだ（The king died, and then the queen died.）」−は「二つのできごとのあいだのいかにも起
こりそうな特定の関連死を免れないことの深い悲しみ，自殺，裏切りといったことにつながる」という
（Bruner, 1986, pp. 11-12）。
　重要なのは，Brunerはこの二つの思考様式が，互いに相補的ではあるが互いに還元されえない
















































う（Bruner, 1986, p. 26）。また，別の場所では「物語は，可能世界（possible worlds）をつくりあげ
る。ただし，可能世界が我々の知る世界をどれ程超えようとも，その世界は我々の知っている世界




結として位置づけられている」と述べる（横山, 2015, p. 174）。ブルーナーの言葉を確認しよう。













































（佐藤, 2009, p. 16）子どもだった。それは，「大好きなポップコ ンーができるのを，期待に満ちた表
情で見ていても，一つ弾け出したとたんにパニックになる」程であったという（佐藤, 2009, p. 16）。ま
た，大吉君は自傷が激しく，パニックになると「床を転げ回りながら両拳で顔面を殴る」，「膝で自分
を蹴り上げる」，「後頭部を床に打ち付ける」という行為に出てしまう（佐藤, 2009, p. 12）。そんな大
吉君やその他の児童に対して，特別支援学校の教諭である佐藤は「彼らの心の底にある真のね
がいをくみとりたい」（佐藤, 2009, p. 14）という想いを持って関わる。
　佐藤は，子どもの言動をそのまま受け取るだけでは子どものねがいは見えてこず，そうした言動











































































に取り，「ゴ カー トー」と言っていた姿から，本当のねがいは「ゴ カー トーに乗りたい」ことだ
と捉えていた。だが，実際にゴ カー トーを目の前にした大吉君は，（うまく乗れるだろうか）































































子ども理解も深まっていくのだと思います。（赤木・佐藤, 2009, pp. 56-57）
　大吉君の「乗りません」と言った「表明されたニーズ」を，「自分の嫌なことを嫌と言えるようになった」
と捉え，大吉君の成長の物語に回収していくことも可能だっただろう。実際に，別の箇所で佐藤は
「やらないという自己選択」も，「やるという自己選択」も等価であると述べている（赤木・佐藤, 2009, p. 
49）。つまり，「乗りません」という「表明されたニーズ」の解釈は，この時点では無数の「可能世界」の















はこうした読み取りを「名人芸」と評し（赤木・佐藤, 2009, p. 56），同僚は「自分はうわべの対応」
だったのに対し佐藤は「“本人の本当のねがい”に寄り添う姿」であると分析していた（赤木・佐藤, 































































究科子ども人間学専攻修士学位申請論文（2017 年 1 月 12 日提出）
〈注〉
 1） Noddingsは 著 書CaringやStarting at homeで はinferred needsと い う 語 を 用 い て い る が,The maternal 
factor ではassumed needsという表現を使用している。なお,The maternal factorにおいてinferred or 





じ取られ（felt），思考を暗黙裡に導いてくれるものである（Noddings, 1984, p. 49）。
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